
別　冊



 

  



















 

小矢部川タイムライン【試行版】について 

 

○本タイムラインは、河川整備において基本となる降雨規模（年超過確率 1/100：計画規模）における洪水を対象とし、小矢部川直轄管理区間

で堤防決壊した場合をシナリオとして、各参画機関の防災行動項目を時系列に整理し、とりまとめたものである。 

 

○小矢部川は“急流河川”であり、降雨時の水位上昇が速い。また、澪筋が不安定で洪水時には河岸浸食が発生しやすく、水位が低い状態でも河岸浸食

による堤防決壊に繋がる恐れがあることから、状況に応じて水位に捉われない防災行動の検討が必要となる場合も想定される。 

 

○タイムライン検討では、平成２７年２月の水防法改正に伴い、【想定し得る最大規模の降雨（以下、”想定最大規模降雨”という】による大規模洪水にも対

応する必要がある。 

 

○想定最大規模降雨が見込まれる場合について、河川管理者は気象台等との協議により、計画規模降雨を超える降雨や、早期の水位上昇に対応した情

報提供を実施する（本資料の「想定最大規模降雨を踏まえた河川管理者からの情報共有について」参照）。 

 

○各防災行動項目を実施するか否かの判断は、その都度、降雨および台風の情報収集、河川の状況等を踏まえ、各参画機関が責任を持って判断するも

のとする。 

 

○なお、本タイムラインは現時点までの検討結果をとりまとめたものであり、今後発生する前線や台風による運用や体制など出水対応の実施状況を踏ま

え、ふりかえり、見直しなどを行うことにより、タイムラインの改善及び充実を図るものである。 

 

 

小矢部川タイムライン【試行版】の運用について 

 

○小矢部川タイムラインの運用とは、河川管理者、気象台および各参画機関から提供・発表される情報に基づき、災害対応のステージ（ステージ０ 体制

準備・確認～ステージ５ 避難完了・危機回避）の状況に応じた各防災行動項目を実施する判断をおこなうものとする。 

















 


